[bookmark: _GoBack]Ａグループ
「学び・やり甲斐・ACTIVEプロジェクト」の指導内容を中心とした、
「話すこと・聞くこと」と「書くこと」の指導についての実践例
　　～～相手や目的に応じた文章を書く力～～
　上野原高等学校　国語科　
	 教科名     国語総合　　
 単元名      手紙の書き方を身につけよう            　　　　　　      【書くこと】　　　　　　　　


（１）年間指導計画における、取り上げた単元の位置づけ
      １年次の「書くこと」では、目的に応じて、考えたことを自分の言葉でまとめ、様式に則って記述
する力を身に付けることを目標としている。国語総合（現代文）では、単元ごとに感想や意見をまとめ
たり、発表したりする機会を設けている。今回は手紙の書き方を通し、相手や目的に応じた文章を書く　　
ことを目標にしている。
　　　本校では「産業社会と人間」で大学訪問や職場見学などを行っている。今回は６月に実施した職場
見学に合わせ、手紙の書き方を国語総合で取り入れた。２年生になると多くの生徒がインターンシッ
プを行うため、お世話になった職場にお礼状を出す。その準備も兼ね、今回訪ねた企業等へのお礼状
を書く活動を行った。　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
（２）単元の目標  
      ・相手や目的に応じて題材を選び、文章の形態や文体、語句などを工夫して書こうとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【関心・意欲・態度】
      ・相手や目的に応じて題材を選び、文章の形態や文体、語句などを工夫して書くこと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   【書く能力】（Ｂ（１）ア）
      ・文や文章の組立て，語句の意味，用法及び表記の仕方などを理解し，語彙を豊かにする。
     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               【知識・理解】（伝国（１）イ（イ））
                                                         
（３）取り上げた言語活動と教材   
       言語活動：相手や目的に応じた語句を用い、職場見学のお礼状を書く。 （Ｂ（２）イ（イ））
                                                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
       教材：通知文を書く（精選国語総合（東京書籍））
　　　　　　 新国語便覧（第一学習社）　２０１９年高校生用　手紙の書き方（郵便局）
（４）単元の見通し
      ・産業社会と人間の授業と関連させて進めていく。
　　　・来年度は多くの生徒がインターンシップに参加することになることを知らせておく。
・インターンシップ終了後や総合学科発表会での調べ学習などで外部の方々にお世話になる機会が
多く、基本的な手紙の書き方などを身につけておく必要があることを産業社会と人間の授業でも示し
ておく。
（５）具体的な評価規準
	関心・意欲・態度
	書 く　能　力
	知識・理解

	相手や目的に応じて題材を選び、文章の形態や文体、語句などを工夫して書こうとする。
	相手や目的に応じて題材を選び、文章の形態や文体、語句などを工夫して書くこと。
	文や文章の組立て，語句の意味、用法及び表現の仕方などを理解し、語彙を豊かにする。


    　     　　　 　 
（６）指導と評価の計画  
	次
	具体的な評価規準と評価方法
	学　　習　　活　　動

	１
	【評価規準】
・基本の手紙の書き方について正しく
理解し、目的や相手にふさわしい手紙を書こうとしている。
（関心・意欲・態度）

【評価方法】
「行動の観察」


	〇学習の目的を示す。［全体］
・来年度、インターンシップのお礼状書きがあることを確認する。
〇基本の手紙の書き方について学ぶ。［全体］
（国語便覧、「手紙の書き方」冊子参照）
・頭語と結語について学習する。
・時候の挨拶用語・用例を学習する。
・手紙の基本形について確認する。

	２
	【評価規準】
・他の評価や推敲を参考に、相手にふさわしい構成、表現、内容の手紙を書くことができる。（書くこと）

【評価の方法】
「記述の確認」


	〇手紙を送る相手を決める。
・見学先で記録した内容を確認する。［個人］
＊産業社会と人間で使用した職場見学のしおりを使用。
〇訪問先ごとに意見交換をする。［グループ］
・誰がどの職場に手紙を送るのかを決定する。
・どのような内容を書くのか、どのような気持ちを相手に伝えるのかを考える。
・［グループ］で意見交換した内容を［個人］で再検討する。
〇手紙の形式に合わせた構成を考える。［個人］
＊国語科で作成したワークシートと職場見学のしおりを併用。
・ワークシートを活用し、送る相手や職場に合わせた内容を考える。
・ワークシートの空欄に埋めていく形で手紙の下書きをする。
〇書いたものを相互で読み、推敲する。［グループ］
〇推敲を活かして、手紙を清書する。
〇単元の学習を振り返る［個人］　［全体］
・訪問先ごとに優秀なものを選出し、掲示する。


　（７）各次の評価基準                             
 【第１次】（１時） 
	目標（評価規準）
	手紙の書き方の基本を理解した上で、相手や目的を明確にし、それに応じた構成や表現に生かす。

	言語活動
	相手や目的に応じた語句を用い、手紙を書くこと。

	教材
	通知文を書く（精選国語総合（東京書籍））
 新国語便覧　２０１９年高校生用　手紙の書き方（郵便局）

	評価基準
	Ａ　手紙の書き方について、資料や板書したもの以外にも説明されたことなどを記録し、発問に対して積極的に発言している。

	
	Ｂ　手紙の書き方について、資料や板書したものを記録している。

	
	Ｃへの手だて
　　机間巡視をして対応できていない生徒に声がけをする。

	評価方法
	「行動の確認」
全体に向けた取り組みについて机間巡視などをして、確認をする。




【第２次】（２時～３時） 
	目標（評価規準）
	相手や目的を明確にし、それに応じた文章の構成や表現を工夫して書くこと。

	評価基準
	Ａ　職場見学を通じて、学んだことや考えたことなどを具体的に述べながら、敬語等を正しく使い、相手への感謝の気持ちを書き記すことができている。

	
	Ｂ　学んだことなどを正しい言葉遣いで丁寧に書くことができる。

	
	Ｃへの手だて
　机間巡視をしながら、未完成な生徒には助言をし、完成させる。

	評価方法

	「記述の確認」
ワークシート（推敲まで）と完成した手紙を提出させ、目的や相手にふさわしい構成、表現内容で書くことができているかを確認する。


 （８）評価の実際   
ワークシートを活用し、相手に合わせた内容を書き、推敲をする。

[image: ]［第２次］
　ワークシートに手紙の下書きをする。その際、相互に手紙の内容を読んで意見交換をする。意見を参考に推敲をする段階のものである。
【評価　Ａ】
　何度も読み返し、推敲を重ねていることがわかる。内容も具体的で、職場見学をした時の状況や感想が相手に伝わるように述べられている。









推敲を活かして、清書をする。
ア）
[image: C:\Users\00221139\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.Word\職場見学礼状　完成版-04.png]［第２次］

【評価　Ａ】
のプリントをもとに清書したものである。職場見学をさせていただいた感謝の言葉や、学んだこと、今回のことをどのようにとらえ、活かしていこうとしているのかなど、わかりやすく述べられている。また、丁寧な字で書かれているためとても読みやすい。










イ）
　　　　　

[image: ]
【評価　Ｂ】

　見学した職場への感謝の言葉は述べられているが、学んだことなどが抽象的である。また、仕事に関することよりも取り扱う商品などについて記されており、職場見学の目的からはやや外れている。










※ア）イ）ともに手紙の形式に問題はない。生徒名が記されている箇所は削除している。
（９）評価方法の具体例
   　問）手紙の後付けに必要な、日付、署名、宛て名のそれぞれの位置について、適切なものを選択する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【第１次に関する問題】
　　 問）今回の職場見学のお礼状を書く際に、どのようなことに注意して書いたか、説明せよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【第２次に関する問題】
　　　　解答例　・相手に感謝の気持ちが伝わるように書くこと。
　　　　　　　　・職場見学で学んだことや考えたことを具体的に記すこと。
　　　　　　　　・相手が読みやすいように丁寧に、正しい字で手紙をかくこと。
　　　　　　　　・出す前には十分内容を確認し、推敲などをして、伝わりやすい文章に心がける。
（１０）振り返り
     ・完成した手紙の中から、見学場所ごとに特によかったお礼状については、掲示をした。
・どのような形でお礼状を書くのがよいのかを自分のものと比較し、考えさせた。
（１１）生徒に課す家庭学習課題
     ・年間計画にしたがった週末課題
（１２）取組を振り返って
     　「産業社会と人間」の授業と連動して進めた内容であるため、今回の単元の必要性や今後どのような
場面で学習した内容を活用させるのかなどを意識させやすかった。教科書だけではなく、便覧や郵便
局の冊子などの教材を併用し、まずは基本的な手紙の書き方について学習した。視覚的に確認させ、
書き込み形式での学習にしたため、取り組みやすかったものと思われる。
実際に働く現場を、生徒は見たり、聞いたりして体感することができたため、職場見学で得たもの　　　
をお世話になった方々にどのように伝えるかということを各自が一生懸命考えたお礼状になった。
　　　　評価規準、基準の設定として、１点目に手紙の書き方の基本的な知識を身につけること、２点目に
職場見学の目的に合った内容で書かれているということである。企業の感想にとどまらず、「働く」
ということについて学んだことや考えたこと、見学させていただいたことに対する感謝の気持ちなど
述べられているかが重要である。このように評価に関して、「産業社会と人間」の時間の振り返りも
兼ねて、手紙に反映されているかを基準に設けた。


     【成果の上がった点とその要因】
　実際に働いている方々との交流を経てこの単元を取り組んだ為、手紙を受け取る相手を意識して書
く生徒が非常に多く、取り組みは良好であった。また、事前学習の中で職場見学後にお礼状を書くこ
とも伝えてあったため、今回の単元にもスムーズに入ることができた。お礼状を書くことによって職
場見学の振り返りもでき、「国語総合」と「産業社会と人間」の双方の科目に良い言語活動であった
と思われる。

     【課題とその原因、課題に対する改善案】
　　　　敬語表現や漢字などが苦手な生徒も多く、誤りに気づかない生徒もいた。辞書を活用して確認
をするという作業を怠る者も多く、今後さまざまな書類等を作成する際にも注意させなければな
らない。
（１３）資料
     「産業社会の人間」職場見学記録シート
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　　職場見学の礼状書き方ワークシート
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